
Title 北欧アイスランド文学の歴史（3） : ハルドウル・ラハスネスから20世紀末まで

Author(s) 清水, 誠; Shimizu, Makoto

Citation 北海道大学文学研究科紀要, 130, 69(左)-124(左)

Issue Date 2010-02-25

Doc URL https://hdl.handle.net/2115/42726

Type departmental bulletin paper

File Information ARCS130_003.pdf

Hokkaido University Collection of Scholarly and Academic Papers : HUSCAP



北大文学研究科紀要 130 (2010)

北欧アイスランド文学の歴史 ⑶

―ハルドウル・ラハスネスから20世紀末まで ―

清 水 誠

Islensk bokmenntasaga (3)― fra Halldor Laxness til aldarloka―

(The Annual Report on Cultural Science No.130.Graduate School of
 

Letters,Hokkaido University.Sapporo/Japan.2010.ISSN 1346-0277)

SHIMIZU,Makoto

(mshimizu＠lit.let.hokudai.ac.jp)

９．現代文学への革新― 散文文学の隆盛―

9.1.1930年代の社会と文学― 散文文学の台頭

第一次大戦の戦禍から免れたとはいえ，間接的余波はアルジンギ創設千年

祭を祝った1930年にアイスランドを襲った。大戦中の対外貿易に依存した経

済発展は，前年に端を発した世界恐慌の渦にたちまち呑み込まれた。失業率

の高まりと階級闘争の中で，同年，共産党が結成された。その主張をアイス

ランドの有力作家の多くは支持する立場に回った。30年代はまた，アイスラ

ンド社会が一軒家の農場が互いに孤立して点在する伝統的農民社会から都市

中心社会に大きく移行した時期に当たる。都市労働者階級が形成され，マル

クス主義を旗印に労働運動が盛んになった。社会批判はすでに自然主義時代

の文芸思潮にも見られたが，今回は短命に終わらず，政治的な現実に根ざし

た社会主義的自然主義文学という潮流として定着していった。

ヨーロッパの舞台に立つことになったアイスランド文学は，もはやその影
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響から自由の身ではなく，伝統からの革新を余儀なくされた。大陸ヨーロッ

パでの動向とほぼ時を同じくして，表現主義とそれに続く超現実主義（シュー

ルレアリズム）の波を体験した新しい世代が現代的な形態を実験的に導入し

た。それ以前の文学はロマン派であれ，自然主義であれ，祖国とその歴史を

題材とすることが原則だった。そうした国民主義的な文学からの脱皮が強く

志向されるようになったのである。

前世紀の中心的ジャンルだった叙情詩は，エイナル・ベーネディフツソン

による1930年の最後の詩集をもって，その座をひとまず退いた。そして，中

世サガ文学の終
しゅう

焉
えん
以来，自然主義の短い興隆期をはさんで，およそ600年ぶ

りに散文文学が主導的地位に躍り出た。その代表的立役者となったのは，以

下で述べるソウルベルグル・ソウルザルソン，グヴズムンドゥルG.ハーガ

リーンとオウラヴル・ヨウハン・シーグルソン，そして，何よりもハルドウ

ル・ラハスネスである。とりわけソウルベルグルはアイスランド国内で現代

文学への革新を提唱し，実践した。そして，ハルドウルの業績によって，近

代以降のアイスランド文学は初めてアイスランド語による作品を通して世界

に認められた。以前の世代と異なり，アイスランド人は外国語ではなく，母

語によって国際的視野から新しい時代の作品を書く姿勢を定めたのである。

9.2.ソウルベルグル・ソウルザルソン― 現代散文文学の革新者

ソウルベルグル・ソウルザルソン orbergu  orðarson 1888～1974）は

南東部の辺境に生まれた。ほとんど独学だが，レイキャヴィークの教員養成

学校と大学で学ぶ機会を得て，貧困と苦学の中で新ロマン派詩人ステーファ

ウン・フラウ・クヴィータダールと知り合った。さまざまな学問分野に打ち

込み，学生時代から民謡と地方語彙の収集を始めている。1919～35年には免

許を取得せずにレイキャヴィークで教職に恵まれ，生活の安定を得た。

ソウルベルグルは詩人として出発した。初期の詩作品は1922年の『白い大

鴉
がらす
』（Hvıtir hrafnar）にまとめられている。この題名は新ロマン派詩人ダー

ヴィズ・ステーファウンソンの『黒い羽』のパロディーであり，ステーファ

ウンとダーヴィズの民衆詩とエイナル・ベーネディフツソンの象徴詩をとも
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に拒否する姿勢を見せている。東洋哲学から影響を受け，ヨガを実践するな

どしたが，まもなく社会主義に転じ，1924年にそのマニフェストと言うべき

超現実主義の手法を用いた『ラウラへの手紙』（Bref til Laru）を発表した。

同書は36段落からなる長文の手紙の形式を取り，過去20年の間に自ら経験

して得た知見を教会，資本主義，伝統的農民社会など，既存の秩序にたいす

る率直な批判として展開したものである。文学的手法の面では，あらゆる文

体的ヴァリエーションを駆使し，語法的にも規範からの逸脱を恐れず，グロ

テスクな表現によって伝統的なレトリックの空虚さを暴いた。書簡，自伝，

小説，論説という既存のジャンルの壁を突き破り，混沌とした断片の集合の

観を呈している。作品の構造的完結性を捨象し，言語と現実と意味の安定し

た対応の解体を試みることで，新しい散文文学の可能性を提示したこの問題

作は，大きな論争の火種をつけた。同年に発表されたフランスのアンドレ・

ブルトン（Andre Breton 1896～1966）による『シュールレアリズム宣言』

と比肩されることもある。

ソウルベルグルはまた，国際語としてのエスペラント語を支持し，実践し，

教授した。エスペラント語の文法書と読本も残している。政治や文化をめぐっ

て新聞・雑誌にも健筆を振るった。1934年にはソ連を訪問して，その印象を

皮肉な調子でエッセイに記し，新聞コラムにナチズム批判の論説を載せて，

ヒトラーから危険視されたこともある。自己および他者の人間観察にすぐれ

たソウルベルグルは，自伝および伝記文学を小説と並ぶ重要な文芸ジャンル

に高めた。青年時代の思い出を真実のまま克明に再現した『アイスランドの

貴族』（Islenzkur a

に

all 1938），『偉才人 - 』（Ofvitinn I-II 1940～41）

がその一例である。古来，アイスランドに貴族階級は存在せず，前者の題名

は諧
かい

謔
ぎゃく

とパロディーの表現である。人物描写への尽きない意欲は，幼年時代

に出会った牧師の思い出『アウルトニ・ソウラリンソンの伝記 - 』

（Ævisaga Árna profasts rarinssonar I-VI 1945～50），姪の幼年時代を幼

児の視点からつづった『花の賛歌 - 』（Salmurinn um blomi

ハ

I-II 1954

～55）などの伝記

ぱ

結実した。

ソウルベルグルは もルドウル・ラハスネスと違って， ンっ スらアイ ラ

ð

ð
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ド国内で活動し，純文学の中心から離れてはいたが，つねに新たな文学様式

と言語表現を求め続けた。その業績を認められて，1974年にはアイスランド

大学から名誉博士の称号を贈られている。

9.3.ハルドウル・ラハスネス― 現代アイスランド文学の世界的巨匠

ハルドウル・ラハスネス（Halldor Laxness 1902～98）は初期のデンマー

ク語による習作を除けば，前述のシーグルズル・ノルダルによる『死者の国

の女神』に接して以来，もっぱらアイスランド語で作品を書いた。1955年に

アイスランド人として初めてノーベル文学賞を受賞するなど，世界に認めら

れた現代アイスランド文学の巨匠である。半世紀以上にわたる旺盛な創作活

動と目まぐるしい思想遍歴を経て，ソウルベルグルが提唱した新しい文学の

ありかたを巨大な長編小説群によって世界に示した功績は，本書では十分に

詳述できない。以下ではその作品に触れるための手引きにとどめたい。

ハルドウルは1902年に道路工夫の息子としてレイキャヴィークに生まれ

た。本名はハルドウル・グヴズヨウンソン（Halldor Guðjonsson）だが，1905

年に父親が農場を構えた近郊のラハスネス（Laxnes＜lax「鮭」＋nes「岬」）

にちなんで，下記の処女作出版を契機に改名した。カトリックに改宗した23

年以降は，７世紀のアイルランド人聖者の名前を冠してハルドウル・キリア

ン・ラハスネス（Halldor Kiljan Laxness）と名乗ったが，63年に再びもと

の名前に改めた。読み書きが不自由だった母方の祖母から祖国の歴史や文学

の話を聞いて育ち，レイキャヴィーク普通ギムナジウムで一冬を学んだが，

創作に励んで学業をおろそかにし，19年に父親の死もあって退学した。同年，

ノルウェーの作家クニュート・ハムスン（Knut Hamsun）の影響を受けて，

伝統的な形式による新ロマン派的小説『自然児』（Barn natturunnar）を発

表し，17歳で文壇に登場した。

その後は長く海外を巡り，第一次大戦後の世界を広く経験した。1919～20

年にはデンマークに渡り，21～22年にはドイツ，オーストリアなどに暮らし

て表現主義の影響を受けた。アメリカ行きの申請が許可されず，デンマーク

のボーンホルム島（Bornholm）で出会ったアイスランド女性との間に子供を
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北大文学研究科紀要



宿したことを深く後悔するなどして，デンマークのカトリック詩人イェアン

セン（Johannes J rgensen 1866～1956）の勧めでルクセンブルクのクレル

ヴォー（Clervaux）にあるベネディクト修道院に入り，１か月後の23年１月

にはカトリックに改宗した。エッセイ集『カトリック的見解』（Ka

れ

olsk vi

の

-

horf 1925）では，カトリック教会を擁護して，前述のソウルベルグル・ソウ

ルザルソンの『ラウラへの手紙』への反論を展開している。23年秋から24年

初めはイギリスの修道院で過ごした。

24年初めに帰国し，25年春から夏までイタリアのシチリア島で過ごした後

に，再びクレルヴォー滞在を経て完成したのが，大戦後のヨーロッパ各地で

の経験をもとに，宗教的理念と芸術的理想のジレンマを描いた自伝的小説『カ

シミールの偉大な職工』（Vefarinn mikli fraKasmır 1927）である。過去の

伝統を断ち切って現代文学を極めようとする才能豊かな若い男性ステイト

ン・エトリージ（Steinn Elliði）は，神への献身と禁欲による魂の救済との葛

藤に悩む。ステイトンを慕う幼なじみの魅力的な女性ディリアウ（Dilja）は

世俗の愛の象徴であり，修道士となる誓いを立てた直後のステイトンと関係

を持ち，すべてを捨ててローマに赴く。しかし，ステイトンはその愛を振り

切って神への奉仕を選択する。このいかにも理想主義的な筋書きは，表現主

義，ダダイズム，超現実主義の手法を駆使したポリフォニー的に錯綜する文

体の渦中にちりばめら

9

ていた。出版社

会

理解を得られず，自費出版したこ

の若き日のハルドウルの野心作は，ソウルベルグルの『ラウラへの手紙』と

並んで，伝統的な語りの形式からの決別を宣言した問題作となった。

この作品を区切りとしてヨーロッパ的文化世界から離れ，カナダを経て，

27年にカリフォルニアに渡ったハルドウルは，アメリカ的資本主義社会の矛

盾を目の当たりにした。そして，社会派作家シンクレア（Upton Sinclair 1878

～1968）との出会いを通して熱烈な共産主義者となり，エッセイ集『民衆の

書』（Al

ソ

y

行

ubokin 192

に

）で資本主義社

い

批判を展開した。以下で紹介する文

芸誌『赤いペン』に健筆を振るい，32～33年には

（

連旅

た

に出ている。この

時期 ）刊行し v数少な

彩

詩作品『小詩集』 もK 産主義akver 1930

色 い

共

強 。

的

が

ð

ð

æð

⑶
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心理的テーマから社会批判への転換は，帰国した1930年以降の成熟した長

編小説群に反映された。個人と現実世界との関係に関心が向けられ，文体的

革新性に伝統的なサガ文学の流れを汲む客観的で雄大な叙事性が加わった。

この時期を代表するのは，物語作家としてのハルドウルの力量が遺憾なく発

揮され，後述する『アイスランドの鐘』と並んで近現代アイスランド文学の

最高傑作と評される次の３作である。いずれも変革の波の中で，伝統的生活

を守り抜こうとする主人公の苦闘を批判的な目を交えて描いている。『サル

カ・ヴァルカ - 』（Salka-Valka I-II 1931～32）では，貧しいが精力的な

漁師の娘で私生児のサルカ・ヴァルカ，『独立の民 - 』（Sjalfst

学

tt folk I-

II 1934～35）では，孤高の英雄的農夫と言うべき伝統的一軒家の農場主ビャ

ルトゥル（Bjartur），『この世の光 - 』（Heimsljos I-IV 1937～40）では，

周囲の荒波に無視され傷つけられ続けるが，ついにはこの世の光となって美

の精彩を放つ民衆詩人オウラヴル（Ólafur）がそれである。それぞれ複数の

作品として別の題名で発表されたが，多数の外国語に翻訳されたのを機会に

改題し，まとめ直したものである。『独立の民 - 』はナチス時代のドイツ

で発行禁止処分を受けた。この作品には山室 静／林 譲二／山口琢磨の３氏

による英訳などからの日本語訳がある。

40年代には歴史的テーマに取り組んだ。その最初の作品で代表作のひとつ

となったのが，アイスランドが最大の苦難に直面した1700年当時を舞台にし

た『アイスランドの鐘 - 』（Islandsklukkan I-III 1943～46）である。こ

れは不屈の農民ヨウン（Jon）が理想化された乙女スナイフリーズル・イース

ランソウル（Snæfrıður Islandssol，「雪（snæ-）のように美しい女性（-frıður），

アイスランドの（Islands-）太陽（-sol）」の意味）と前述の文献

の

者アウルト

ニ・マグヌソン（1663～1730）の化身である写本収集家アルナス・アルネー

ウス（ラ Arnas Arnæus）との出会いによって，アイスランド人としてのア

イデンティティを死守する過程を描いた感動的な物語である。この作品は，

1940～46年にかけてナチス・ドイツ

人

侵略を防ぐ名目でイギリス軍，ついで

アメリカ軍の進駐を受け，祖国の独立が危ぶまれた時期に書かれ，国民にか

つての苦難の時代の文化的偉業と 。間の尊厳に改めて注意を喚起した はや

æ
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り元来，異なる題名の３部作をまとめたものである。『スナイフリーズル・イー

スランソウル』（Sn

レ

frı

の

ur Islandssol 1950）の題名で，ハルドウル自身の手

で戯曲化されてもいる。

続く『原爆基地』（Atomsto

域

in 1948）は，この時期の唯一の同時代小説で

ある。第二次大戦中の好景気に沸いたアイスランド社会と，デンマークから

の完全独立を宣言した1944年後も政府がアメリカ軍の駐留を容認したこと

への抗議を込めて書かれた。レイキャヴィークに移り住んだ北部の辺境出身

の初心
うぶ

な少女ウグラ（Ugla）の目から，当時の社会状況が批判的につづられ

ている。山室 静氏による英訳などからの日本語訳がある。後述するように，

アイスランドはその後，49年に賛美両論の中で非武装のまま北大西洋条約機

構（NATO）に加盟し，これを理由に東西冷戦下の51年にアメリカ軍が南西

部のキェプラヴィーク（Keflavık）にNATOの基地を建設するに至る。

さて，ハルドウルは青年時代の一時期を除いて，ノーベル賞受賞演説でも

述べているように，中世サガ文学の伝統をアイスランド人作家としての誇り

とし，最大の敬意を払っていた。1940～46年には『ラクス谷のサガ』（Laxd

ら

la
 

saga），『ニャールのサガ』（(Brennu-)Njals saga），『グ

1

ッテイル

で

サガ』

（Grettis saga）などを現代語の正書法に置き換えて発表している。今日では

珍しくないこの試みは，当時はあたかも聖

ル

を侵す行為として無理解を買う

こともあった。しかし，古典作品を現代人の真の血肉にしようとする努力は，

前述の文献学者シーグルズル・ノルダルの考えとも軌を一にしていた。ハル

ドウルの文学の圧倒的成功は，自国の文学的伝統との連結を抜きにしては考

えられない。そして，まさにそこから題材を取り，サガの文体も模倣しなが

a

，あえて換骨奪胎の形で小説化したのが『ギェルプラ― 英雄たちの物語』

（Gerpla

念

952）

て

ある。この作品は『盟友たちのサガ』（Fostbr

の盲

ra saga）

（およびスノッリ・ストゥルトルソン（［スノッリ・ストゥル

ば

ソン］）の『聖

オウラヴルのサガ』（Ól
 

a
 

fs saga hins helga））の完全なパロディーであり，

ヒトラー，スターリンを

年

頭に置い

降

，権力の座に就いた「英雄たち」（g

文

r-

par）へ

50

目的礼賛に対して鳴らした警鐘である。

ノーベル は学賞を受賞した 節とし代半 役以 使の，祖国 の文化 て

æ ð

ð

æ

 

æð
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割を期待される中で左翼系思想が後退し，政治的，思想的，文学的，宗教的

にいかなるドグマからも距離を置く姿勢が鮮明になった。農夫として清貧の

生活を送った祖父の時代をなつかしむ語り手と，オペラ歌手を目指して世に

出て行く男を対比させた『ブレヘクコート農場年代記』（Brekkukotsannall
 

1957），モルモン教徒の聖地に赴くが，失望して荒れ果てた故郷の農場に戻る

主人公を描いた『楽園の回復』（Paradısarheimt 1960）がその例である。自伝

は６編残しており，『故郷を後に』（Heiman eg  for  1952），『詩人の時』

（Skaldatımı1963），『わが家の庭で』（I tuninu heima 1975），『若かりしこ

ろ』（Ungur eg var 1976），『７人の巨匠の物語』（Sjomeistarasagan 1978），

『ギリシアの年』（Grikklandsari

が

1980）と続く（今日の正書法ではeg「私」

をegに変更）。20歳までの人生を回想したもので，第３作では共産主義との

決別を宣言している。

これと平行して強まっていったのが，青年時代から親しんでいた道教の影

響である。63年にはカトリックの洗礼名「キリアン」を捨てている。ハルド

ウルは協力者との合作を除いて，６編の戯曲を残しているが，階級闘争と物

質的欲望から無縁の素朴な洗濯屋のアイロン係を主人公にした最後の戯曲作

品『鳩たちの饗宴』（Dufnaveislan 1966）では，道教的な人生観が前面に出て

いる。上述の小説『原爆基地』でも，物質的・政治的格闘と無縁な世界に生

きるオルガン奏者にその影響が見られる。小説については，1960年に従来の

小説形式の限界を指摘し，８年間の空白が続いた。その後に発表したのが『氷

河の下のキリスト教遵守』（Kristnihald undir Jokli 1968）である。若い神

学者が西部に突き出た半島部の氷河スナイフェルスイェークトル

（Snæfellsjokull）の下に暮らす住民の生活調査を命じられて，現地に赴く。

教会は閉じられ，礼拝はずっと行われていない。しかし，教会の牧師は実生

活上の献身で隣人愛を実践している。３日の予定の調査がさまざまな出来事

口

起こって延期され，神学者は失踪したはずの牧師の妻ウーア（Úa）ととも

に途中まで同行し，同地を去るという筋書きである。ユーモアと明るさの内

に道教思想による幻想的な神秘主義を投影させたこの作品は，客観的叙事性

を放棄し，安定した世界観と価値観への懐疑と錯
さく
綜
そう
する語り とを特徴 るす 。

ð
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ハルドウルは老境に入って，初期の現代小説の実験的試みに若返りした観が

ある。この作品は1970年に協力者との合作で戯曲化された。渡辺弘美氏によ

る日本語訳『極北の秘教』がある。『教区年代記』（Innansveitarkronika 1970）

と『神の恵みの唄』（Gu

代

sgjafa

人

ula 1972）も晩年の作風を伝えている。前者

は1945年に再婚して終
つい
の住処
すみか

を構えた生まれ故郷近郊のモースフェトル地

方（Mosfellssveit）の教会での出来事をつづったものであり，後者では1920

年以降のアイスランド経済の発達を批判的に描写している。72年にはアイス

ランド大学から名誉博士号を贈られた。96年以降は『ハルドウル・ラハスネ

ス文学賞』（Bokmenntaverðlaun Halldors Laxness）が授与されている。

ハルドウル・ラハスネスは思想的にも文体的にも停滞を嫌い，想像力と自

己統制，大胆さと思慮深さ，荒々しさと繊細さ，真剣さとユーモア，寓話性

と現実性といった相反する特質を抱えながら，国民主義と世界市民主義の両

方の理想を希求しつつ，サガ文学の伝統と同時代のヨーロッパ文学の潮流を

ともに受け留めて，つねに芸術的革新を志向し続けた。その膨大な作品群は，

アイスランド国民と現代世界の人々に伝えられた20世紀の文学的遺産であ

る。日本語によるその他の文献には，『ノーベル賞文学全集13ラックスネス，

カミュ，アンドリッチ』所収の山口琢磨訳による受賞演説，『現

れ

北欧文学18

ド

集』の谷口幸男訳による短編『魚釣り行』（Sjostafakveri

 

0

）がある。

9.4.散文文学の隆盛を担った小説家たち

20世紀の２回の世界大戦を挟んだ動乱期に活躍を開始し，1930年代に隆盛

を迎えた散文文学の黄金時代を支えた作家は，ほかにも少なくない。ソウリ

ル・ベルフソン，ハルドウル・ステーファウンソン，惜しくも結核で夭折し

たダーヴィズ・ソルヴァルツソン（Davi  orvaldsson 1901～32），児童文学

作家ステーファウン・ヨウンソン，故郷の南アイスランドを描いた小説で知

ら

，

るグヴズムン

な

ゥル・ダーニエルソン（Guðmundur Danıelsson 191

と

～90）などがその代表である。ここでは

ヨ

なかでも重要

グ

グヴズムンドゥル

G.ハーガリーンとオウラヴル・ 人ウハン・シー

家

ルソン

し

いう２

。

の多作の

大作 介を紹 うよ

ð

ð
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9.5.グヴズムンドゥル G.ハーガリーン― 庶民的知性派で社会派の物語作

家

グヴズムンドゥルG.（＝ギスラソン）ハーガリーン（Guðmundur G. (＝

Gıslason) Hagalın) 1898～1985）は北西部のイーサフィヤルザルシスラ

（Isafjarðarsysla），アルトナルフィエルズル（Arnarfjorður）の先端のローキ

ンハムラル（Lokinhamrar）に生まれ，北側のディーラフィエルズル

（Dyrafjorður）のヌープル（Nupur）で学校教育を受けた。この地域は北西

部に位置する西フィヨルド地方（Vestfirðir）の中でも，とくに入り組んだ

フィヨルドと険しい山岳地帯に挟まれた辺境であり，人々は漁業で生計を立

てていた。グヴズムンドゥルも15歳で漁師になって４年間を過ごし，書物に

も親しんだ。1917年にレイキャヴィーク普通ギムナジウムに学ぶ機会を得た

が，中途退学して新聞社や編集などの職に就いた。20～23年には東部のセイ

ジスフィエルズル（Seyðisfjorður）で編集者として暮らし，社会主義に転じ

た。24～27年にはノルウェーに滞在し，アイスランド文化について多数の講

演を行った。1905年に独立を達成した当時のノルウェーでは，今日の言語状

況に連なる２つの国語が誕生していた。そのひとつは，数百年にわたって強

制されたデンマーク語の規範を大幅に取り入れた，主流派で穏健派のリクス

モール（riksmal)― 今日のブークモール（bokmal)― ，もうひとつは，各

地の方言を基盤とし，独立した第２の言語としてイーヴァル・オーセン（Ivar
 

Aasen 1813～96）の努力で誕生した急進派の文章語ランスモール（landsmal)

― 今日のニューノシュク（nynorsk)― である。グヴズムンドゥルは講演

旅行でノルウェー各地を回る途上，オスロ首都圏以外の多くの地方で用いら

れる後者の言語による文学作品に親しんだ。帰国した1929年以降は，故郷の

西フィヨルド地方一帯の中心地，イーサフィエルズル（Isafjorður）の図書館

員や学校教員を務め，社会民主主義者として政治活動にも従事した。46年以

降はレイキャヴィークとその近郊に住み，作家活動に専念しつつ，政府の文

教政策に携わり，雑誌の編集を行い，大学で文学の講義も引き受けた。

グヴズムンドゥルはグンナル・グンナルソン，ハルドウル・ラハスネスと

並ぶアイスランド文学屈指の多作家で，50巻に達する膨大な作品がある。詩
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人として出発したが，小説家に転じ，13編の長編小説，11巻の短編集，10巻

の自伝，13巻の伝記，１巻の詩集，２巻のエッセイ集を残した。前述のソウ

ルベルグル・ソウルザルソンとともに，重要な自伝・伝記作家でもある。こ

のほかに翻訳も多い。新聞・雑誌にも政治，文学，文化一般について記事を

多数掲載した。

作品には，故郷の西フィヨルド地方で漁業に従事する素朴な人々の生活を

鋭い心理描写とユーモアを交えて描いたものが多い。地方色の強い作風は，

北西部に特有の語彙や語法が散見される点にもうかがえる。ブルジョワ社会

批判を基調とするが，悲劇性が前面に押し出されることは少ない。個人主義

を標榜する孤高の主人公の運命をめぐって，おおらかな人間観察が作品の多

くを覆っている。長編小説では，『ハムラヴィークのクリストルン』（Kristrun
 

ıHamravık 1933）と『ヴォーガルのストゥルトラ - 』（Sturla ıVogum
 

I-II 1938）がとくに名高い。前者では，北極圏をかすめる僻地の小屋で独り

住まいを続ける年老いた未亡人クリストルンが，不安と恐れとは無縁な満ち

足りた生活を紡ぐ様子が描かれている。後者では，孤児として育った頑強な

農夫ストルトラが独立して農場を獲得し，苦難の中で仲間と協力して社会活

動を展開する過程を取り上げている。

グヴズムンドゥルは急激な革新性を目指したわけではないが，前述のヨウ

ン・トレイスティと並ぶ卓越した物語作家である。地方性に根ざした庶民的

気質を備え，散文文学の隆盛を担った社会的知性派の代表として評価が高い。

9.6.オウラヴル・ヨウハン・シーグルソン― 叙情性と写実性の小説家・詩

人

オウラヴル・ヨウハン・シーグルソン（Ólafur Johann Sigurðsson 1918

～88）はレイキャヴィークに近いアウルフタネース（Álftanes）のフリーズ

（Hlıð）の農家に生まれ，６才から内陸寄りのグラプニングル（Grafningur）

で独学のまま貧しい少年時代を過ごした。15才で作家になる決心をしてレイ

キャヴィークに出ると，さまざまな職に就いて生計を立て，弱冠16才で発表

した童話集『白鳥の湖』（Vi  4 Álftavatn 193 集）で世に出た。翌年には童話ð
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『夏の夕べ』（Um sumarkvold 1935）を発表している。大恐慌の時代で生活

は苦しく，後述する共産主義的性格の強い『赤いペン』のサークルに加わっ

た。18歳のとき，ハルドウル・ラハスネスの影響で自身の経験を題材にした

最初の小説『農場の陰』（Skuggarnir af b

的

num 1936）を刊行した。1936～37

年にはコペンハーゲンに滞在したが，やはり飢えと貧窮に苦しんだ。後には

大戦中の好景気に助けられ，出版社の校正係を経て，43～44年にアメリカの

コロンビア大学で文学を学ぶ機会を得た。帰国後は作家活動に専念し，76年

にアイスランド人として初めて「北欧協会文学賞」（Bokmenntaverðlaun
 

Norðurlandaraðs）を受賞している。

オウラヴルは両大戦間の世代を代表する作家のひとりで，急激な社会変動

に伴う伝統の軽視や外国文化の流入に懐疑的な態度を取った。第二次大戦後

は都市労働者の日常生活や貧困に目を向けた。その文体は叙情性と写実性を

併せ持ち，陰影に富み，香り高いものである。激情や戦闘性は薄く，社会批

判も行ってはいるが，極端に走るものではない。静
ひつ
で慎ましやかな心情が

醸
かも
し出す美しさと豊かさが印象的である。

代表作には，故郷での少年時代の体験をもとに，20世紀初頭の小農民の生

活の苦難を語り手の若い女性の視点から回顧的に描いた長編小説『山と夢』

（Fjalli

表

og draumurinn 1944）と続編『早春の大地』（Vorkold jor

 

i

 

1951）

がある。第二次大戦中の好景気と道徳の低下を批判

的

につづった３部作『時

計』（Gangvirki

 

B

 

1955），『魔術と鬼火』（Sei

 

1

 

ur og helog 1977），『竜と雀
すずめ

』

（Drekar og smafuglar 1983）がこれに続く。さらに，核時代の脅威にさら

された現代社会の問題点を保守的な立場から追及した『巣』（Hrei

た

ri

師

1972）

がある。

短編や中編にも才能を発揮し，今日ではこちらの評価のほうがむしろ高い。

中編小説の代

次

作には，17才の青年の初恋と成長を扱った叙情的小説『地の

色彩』（Litbrig

船で

jar

し

arinnar 1947），これとは逆に老人の悲劇

を

な最期を題

材に

集を

『牧

て

ベズヴァルの手紙』（

会

ref sera Bo

に

vars

ま

965）がある。詩的

才能にも恵 詩れ，第二

と

大戦後

の

中心 「数冊の

）文 l

残し

f

いる。上述の

の

北

欧協 （A学賞」は詩集『木 j葉 m 19』 2 r ，『au ほfe 』泉u りの7

 

æ

ð ð

ð ð

ðð

ð ð

ð

ð
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（A

の

brunnum 1974）にたいして贈られた。スタインベックなど，英文学の

翻訳もある。

9.7.第二次大戦前後の社会と文学― 英米軍の駐留と戦中景気

30年代の経済恐慌の不安に襲われたアイスランド社会は，1940年に転機を

迎えた。デンマークとノルウェーを侵略したナチス・ドイツが大西洋航海に

よる南方進出ルートを得ることを阻止する目的で，イギリス軍は５月10日，

アイスランドに進駐した。アイスランド人はナチス・ドイツよりも連合軍の

保護を歓迎したが，中立維持の立場から抗議したものの，阻止はできなかっ

た。翌年の７月７日，戦争で疲弊したイギリスに代わって，アメリカが地理

的隣接性による国際協定と軍事保護を口実に駐留を開始した。その直後のア

メリカ参戦で，アイスランドは連合軍への補給物資の輸送拠点として重要性

を獲得した。大量の労働力が必要となり，国内の失業問題は一気に解決した。

アイスランドの対外貿易は英米との相互協定に大幅に依存していたが，水産

物の需要の拡大で未
み
曾
ぞ
有
う

通

好景気が訪れた。戦時中の漁業と水産物の輸出に

は危険が伴い，アイスランドはアメリカ軍兵士よりも多くの割合の犠牲者を

出した。漁船の損害も大きかったが，外国資本によるトロール漁船への代替

で償われ，これは全漁獲高の３分の２にまで達した。物価の暴騰による代償

は容易に補われ，戦中景気はアイスランド経済を革命的に変容させ，生活水

準は著しく向上した。

ただし，インフレーションはアイスランド経済を恒常的に圧迫することに

つながった。1950年には

用

貨クロウナ（krona）の平価切下げを実施してい

る。また，漁獲高を決定する海洋権の交渉は，1901年にイギリスと交わした

領海の設定以降，国益を左右する要因となり，ヨーロッパ連合（EU）の加盟

交渉にもマイナスに作

は

して，21世紀初頭の経済危機の遠因ともなった。

9.8.完全独立の達成とその後

1944年６月17日，独立運動の父ヨウン・シーグルソンの誕生日に合わせ

て，英米の後押しの約束のもとに大戦の終結を待たずして，アイスランド

ð
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ナチス・ドイツの侵略によって関係を絶たれたデンマークから，シングヴェ

トリルで完全独立を宣言した。初代首相はコペンハーゲンのデンマーク大使

を務めたスヴェイトン・ビェルトンソン（Sveinn Bjornsson 1881～1952）で

ある。デンマーク政府は国内の憤慨を抑えてこれを容認する立場を取り，こ

うして，アメリカ軍の駐留という占領下で，人口約13万人に過ぎないアイス

ランド共和国（Lyðveldi Islands）が現代世界の主権国家の仲間入りを実現し

た。46年には国連加盟を果たし，北欧諸国との外交関係も軌道に乗せた。

しかし，アメリカ軍は世界のその他の地域でもそうであるように，一時的

だったはずの駐留を恒久的に認めるよう，アイスランド政府に不当な要求を

突きつけた。これはアイスランドの中立政策に矛盾するものだったが，1946

年，政府は戦時中に建設された南西部のキェプラヴィーク（Keflavık）の空

港に，軍の駐在は許さないが，施設の存続を容認する事態に追い込まれた。

その後，東西冷戦の強まりにつれて，アイスランドは大激論の末に中立政策

を放棄し，49年に北大西洋条約機構（NATO）に加盟した。政府はそれでも

外国軍の駐留を容認しない姿勢を表明していたが，２年後の朝鮮戦争の勃発

で情勢は一変し，NATO側の軍隊としてアイスランドを保護する名目で，ア

メリカ軍がキェプラヴィークに常駐することになった。こうして，その後の

十数年間は，アメリカ軍基地とNATOの問題がアイスランド政治の最大の

焦点になった。

9.9.ハルドウル・ステーファウンソン― 社会派短編小説の名手の市民作家

ハルドウル・ステーファウンソン（Halldor Stefansson 1892～1979）は前

述のソウリル・ベルフソンと並んで，心理描写に秀でた短編小説の名手とし

て知られている。社会派の市民作家として，第二次大戦前後の世相を批判的

に観察した傑作を残している。東部の北ムーラシスラ（Norður-Mulasysla）

の出身で，父親が郵便局員として赴任した南ムーラシスラ（Suður-

Mulasysla）のエスキフィエルズル（Eskifjorður）の町に育った。学校教育

は短期間しか受けていない。エスキフィエルズルとレイキャヴィークで種々

の職を経て銀行員となり，勤めのかたわら作品を書いた。
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最初の作品は1921年に雑誌に匿名で発表したものだが，1930年のベルリ

ン滞在中に初の短編集『素描』（I faum drattum）を出版した。これは文壇

の注目を引かなかったが，後述する『言語文化雑誌』などに作品を掲載し，

高く評価されるようになった。放送劇や長編小説もいくつかあるが，短編小

説を最も得意とした。ハルドウルの短編はきわめて緊密な構成を備え，資本

主義社会への批判をその犠牲者である個人の立場に徹して描いた。小市民の

生活を客観的な性格描写と倫理的視点から，ユーモアとペーソスを交えて写

し出す手法を特徴とする。たとえば，ステーファウン・エイナルソン（Stefan
 

Einarsson）が『アイスランド文学史874～1960年』（Islensk bokmenntasaga
 

874-1960 1961，p.394）で最高傑作と評した『盲人の闘い』（Herna

 

h

 

arsaga
 

blinda mannsins 1941）は，目の不自由な舅
しゅうと

と嫁の家庭内の葛藤を醜い現実

から目をそむけずに扱ったものである。1956年には，前述のオウラヴル・ヨ

ウハン・シーグルソンの編集によるそれまでの短編のアンソロジー『16の物

語』（Sextan sogur）が刊行された。『暗い謎文字』（Blakkar runir 1962）に

至る全５巻の短編集は，近現代アイスランド文学叢書ストウルボウク（Stor-

bok）の１巻（1989）に，全著作目録とともに収められている。ハルドウルは

また，多数の個性的な翻訳を残した。ゴーリキーの『母』，ルーマニアの文豪

スタンク（Zaharia Stancu 1902～74）の『はだしのダリエ』をはじめ，魯迅

やジャック・ロンドンの翻訳もある。

9.10.エイナル・クリスティヤウンソン― 社会主義思想の短編小説家

エイナル・クリスティヤウンソン（Einar Kristjansson 1911～96）は北西

部の北シングエイヤルシスラ（Norður ingeyjarsysla），システィルフィエル

ズル istilfjorður）のヘルムンダルフェトル（Hermundarfell）の農家に生

まれた。1932～33年に西部のレイクホルト（Reyk

の

olt）の寄宿舎学校を経て，

33～43年に同じく西部のクヴァンネイリ（Hvanneyri）の農業学校に学び，

36年から10年間，故郷とその周辺で農業を営んだ。46年からは北部の中心

地アークルエイリ（Akureyri）に移り，翌年から小学校の校長を務めた。

エイナルは左翼系
ん

社会主義思想の持ち主であり，辛
し

ア辣
らつ
なユーモ 交を え

ð
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て小市民の日常生活と運命を描き出すのを得意とした。短編小説が多く，1952

年の短編集『９月の日々』（Septemberdagar）を皮切りに，数巻の短編集を刊

行した。戯曲も残している。

10．第二次大戦前後の叙情詩― 現代詩への革新―

10.1.現代詩への革新の動き

第一次大戦後，表現主義と超現実主義の波に洗われたアイスランド叙情詩

は，前述のように散文文学に主導的地位を譲った。叙情詩が新たな歩みを踏

み出したのは，世界恐慌の不安が社会に蔓延した後，一転して第二次大戦前

夜の好景気に沸き始める1930年代半ばのことである。とくに1930年は新旧

の波が拮抗する記念すべき年となった。旧世代の代弁者は，新ロマン派象徴

詩の巨匠エイナル・ベーネディフツソンの最後の詩集，それにエイナルとと

もにアルシンギ創立千年祭の祝祭詩で第１位を得た民衆詩の国民詩人ダー

ヴィズ・ステーファウンソンの作品である。新世代を代表するのは，牧師で

神学者のシーグルズル・エイナルソン（Sigurður Einarsson 1898～1967）の

詩集『槌
つち
と鎌』（Hamar og sig

ェ

1930）とハルドウル・ラハスネスの数少な

い詩集『小詩集』（Kv

のは

akver 1930）で，ともに政治的色彩を帯び，共産主

義的性格を濃厚に示していた。

文学の政治化が顕著となる中で，叙情詩の内容的・形式的革新が追及され

ていった。ただし，形式面での革新にはなお時間を要した。とくに頭韻の廃

止には大きな抵抗があり，第二次大戦後の50年代にようやく広まった。

10.2.雑誌『赤いペン』の創刊とクリスティン E.アンドリ

与

ソン

アイスランド叙情詩が現代詩に脱皮する過程で重要な役割を演じた

の存

，

先駆者と言うべきステイトン・ステイナルを中心として，その前後に活躍し

たほとんど20世紀生まれの詩人たちである。これにはステイトンも関

1

した

文芸誌『赤いペン』（Rau 同ir pennar 大935～38） い。在が はき 誌 文

ð

æð

ð
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芸評論家で政治家のクリスティンE.（＝エイヨウルヴル）アンドリェソン

（Kristinn E.(＝Eyjolfur)Andresson 1901～73）の主導で創刊された。クリ

スティンは1934年に著名な出版社「ヘイムスクリングラ」（Heimskringla）

を創立し，37年には今日の代表的な出版社でアイスランド最大の書店でもあ

る「マウル・オグ・メンニング」（Mal og menning)―「言語と文化」の意

味― に発展させた。社会主義政党の国会議員を務めた経験もある。現代文

学の振興に多方面で尽力し，『現代アイスランド文学1918～1948』（Islenzkar
 

nutımabokmenntir 1918-1948 1949）など著作も多く，晩年まで文芸批評に

健筆を振るった。『赤いペン』には当時，共産主義に転じていたハルドウル・

ラハスネスをはじめ，前述のオウラヴル・ヨウハン・シーグルソンや後述す

るステーファウン・ヨウンソンも加わった。同誌は年１回の発行で４巻が出

たに過ぎなかった。しかし，クリスティンの主導でハルドウル・ラハスネス，

ソウルベルグル・ソウルザルソン，ハルドウル・ステーファウンソンらの賛

同を得て，今日まで続いている季刊文芸誌『言語文化雑誌』（Tımarit Mals og
 

menningar 1938～,www.tmm.is）に引き継がれた。クリスティンは30年間，

同誌の編集に従事した。

以下では，『赤いペン』に関与したステイトン・ステイナル以外の革新的な

合計３人の詩人に加えて，ロマン派的伝統を尊重しつつ，新しい形式美を開

拓したスノッリ・ヒャルタルソンとその後継者とも評されるハンネス・ピェー

トゥルソンについて解説しよう。

10.3.『赤いペン』とその周辺の詩人たち

『赤いペン』の創刊者のひとり，ヨウハネス・ウール・ケヘトルム（Johannes
 

ur Kotlum 1899～1972）は北西部の出身で，幼年時代を過ごした土地の川に

注ぐ複数のカハトラル（Katlar）の滝にちなんで「ウール・ケヘトルム」（＝

カハトラル出身の）と自称した。1921年以来，学校教師を務め，ステイトン・

ステイナルの恩師でもある。32年以降はレイキャヴィークに転勤し，同地と

その周辺で暮らした。きわめて多作の詩人で，詩集は1925～70年の長期間に

子供向きの５巻を含めて20巻を数える。作品群は初期の国民主義的性格の強
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いロマン派的作品から一転して，30年代の経済危機を経験してマルクス主義

的性格を強く示すようになった中期の作品を経て，モダニズムの詩風を追及

した後期の作品に及んでいる。これほど作風を変革した詩人は，他に例を見

ない。中期の作品には，『私は眠ったふりをしている』（Ég l

５

t sem eg sofi
 

1932），『それでも私は目覚めていよう』（Samt mun eg vaka 1935）から『日

は陰る』（Sol ter sortna 1945）までが属し，力強さの背後に叙情性は後退し

た観がある。しかし，前述のロマン派詩人ヨウナス・ハトルグリムソンとマ

ハティアス・ヨホクムソンの有名な詩の一節を題名に取った『樹氷色の髪の

母』（Hrımhvıta mo

威

ir 1937）と『永久
とわ

の小花』（Eilıf

つ

ar smablom 1940）

では，社会主義的観点から見た祖国の歴史と自然について，情感あふれる親

密な描写がなされている。後期の２作『７日間』（Sjod

ャ

gra 1955）と『反詩』

（Óljo

詩

1962）は大戦後の混乱期にあって，伝統的な韻律の放棄など，新しい

表現形式を求めた熟年期での野新作である。ヨウハネスは1955年までの10

年間，匿名で作品や翻訳詩を発表していた。訳詩集『異国の言葉』（Annarlegar
 

tungur 1948）は後述するマグヌス・アウスギェイルソンとは異なり，韻律を

捨象した自由な翻訳の試みである。小説家としてもすぐれ，イギリス軍駐在

への抗議，19世紀末の北米大陸への移住をつづった３部作など，

』

編の長編

小説を残している。

グヴズムンドゥル・ベズヴァルソン（Guðmundur Boðvarsson 1904～74）

は西部の出身で生涯，故郷で農業に従事した。しかし，その詩作品は故郷の

狭い枠に縛られず，初期の『太陽の接吻』（Kyssti mig sol 1936）から後期の

『水底の水晶』（Kristallinn ıhylnum 1952）に至るまで，大戦前夜から冷戦

と核の脅

・

にさらされた祖国の運命を肌で感じ取り，現代世界に

1

いて広い

問題意識を保った。後述するマグヌス・アウスギェイルソンの訳業から刺激

を受けて，ダンテの『神曲

n

の翻訳（1968）も試みている。

10.4.スノッリ・ヒ

福

ルタルソン― 新たな形式美を追求した現代

わ

人

スノッリ

。

ヒャルタルソン（S

出

orri Hjartarson

し

906～86）は西部の裕

ヴな家の ・身であり，『赤いペン』に関与 クた イけではない ャレ ィキ ー

æ

ð ð

æ

ð
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ラテン語学校を経て，コペンハーゲンとオスロの大学で美術を専攻し，表現

主義絵画を描いた。ノルウェー滞在中には，芸術家の実生活とのジレンマを

扱ったノルウェー語ブークモールによる小説『大
おお

鴉
がらす

は高く舞い上がる』（H

ウ

it
 

flyver ravnen 1934）を発表している。1936年に帰国した後，レイキャヴィー

クの市立図書館員を勤めるかたわら詩集を出版した。卓越した文芸評論家，

編集者としても広く知られた。作品はそれほど多くなく，独立した詩集は『詩

集』（Kv

 

an

 

i 1944），『グニータヘイジにて』（Á Gnitahei

ヤ

i 1952），『木の葉

と星』（Lauf og stjornur 1966），『私の上に広がる秋の夕暮れ』（Haustrokkri

子

yfir mer 1979）の４巻にとどまるが，評価はすこぶる高い。そこでは年代を

追って，完全独立に至った祖国への個人的体験を交えた賛美，大戦後の世界

情勢が抱える問題の中で祖国の将来を案じる気持ち，新しい価値観にたいす

る疎外感と不易流行の精神性への信頼が表現されている。スノッリは処女作

の『詩集』において，韻律的技法を駆使したすぐれた形式美の詩を作りなが

らも，不純韻の多用などの実験的試みや豊富な比喩表現を用いて，新たな可

能性を追求していった。同時に，戦後の国際情勢の余波を受けて独立が危ぶ

まれた時代の社会問題を，祖国の自然と歴史に注意を喚起することで，批判

的に表現しようとした。この意味で，ロマン派の国民詩人ヨ

的

ナス・ハトル

グリムソンと比肩されることもある。1981年には前述のオウラヴル・ヨウハ

ン・シーグルソンに続いて，「北欧協会文学賞」を受賞した。

10.5.ハンネス・ピェートゥルソン― 自然派で知性派の穏健な現代詩人

ハンネス・ピェートゥルソン（H

ィー

nes Petursson 1931～）は北部のスカー

ガフィ

部

ルザルシスラ（Skagafjarðarsysla），セイザウルクロウクル

（Sauðarkrokur）に貯蓄銀行の頭取の息

と

として生まれた。富裕な家の出身

で輝かしい学歴の持ち主であり，海外での滞在経験も豊富で社会

金

地位にも

恵まれた人物である。1952年までレイキャヴィークのアイスランド大学で学

んだ後，54年までドイツのケルン大学とハイデルベルク大学でドイツ文学を

修めた。祖国に戻る

出

，59年までアイスランド大学でアイスランド文学を専

攻した後，レイキャヴ 門gクの文化交流基 u（Mennin  j arso ）ðr の 版

æð ð

ð
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に勤め，編集者，文学史研究者，文芸批評家として活躍した。

ハンネスは後述する「原子詩人」たちに続く戦後第２世代の代表的な詩人

である。1954年のアンソロジー『若い詩人たちの詩1944～1954』（Ljo

進

ungra
 

skalda 1944-1954）に掲載された作品は，メーリケ，リルケ，ヘッセなど，

ドイツ語圏の詩人から影響を受けている。脚韻の代わりに頭韻を駆使し，伝

統的詩法に自由な現代性を織り交ぜた形式美あふれるデビュー作『詩集』（Kv

伝記

abok 1955）で注目を集め，スノッリ・ヒャルタルソンの後継者と評され

た。その後は，現代文明社会における自然や事物の根源からの疎外をテーマ

とした。詩集は第２作の『夏の谷間にて』（I sumardolum 1959）以来，数多

い。短編集『北の物語』（Sogur a nor an 1961）以来，散文作品も少なく

ない。1959年と61年には国内の文学賞，94年には詩集『炎の深み』（Eld-

hylur）で「アイスランド文学賞」（Islensku Bokmenntaverðlaunin）を受賞

した。リルケの『神さまの話』やカフカの『変身』の翻訳もある。ハンネス

は教養人としてアイスランドの文学的伝統を継承し，人間の疎外，孤立化な

ど現代人のかかえる問題を扱った。あくまで調和を理想とし，祖国の自然を

熱愛して，その中に現代世界で失われた人間と外界との一体感を求める傾向

が見られる。この点で，伝統的な韻律を破棄して急

k

的な現代詩運動を展開

した原子詩人たちとは対照的に，穏健な問題解決を志向した現代詩人として

位置づけられる。

現代社会の錯綜から歴史の価値を再認識したハンネスは，文学研究者とし

てもすぐれ，ロマン派詩人のステイングリームル・トルステインソンの

o

やヨウナス・ハトルグリムソンの研究書を著わしている。ヨーロッパ紀行『旅

に夢中』（Á faraldsf

に

ti 1967）やフェーロー諸島紀行『18の島』（Eyjarnar
 

atjan 1967）なども手掛けた。本書の執筆で座右に置いた『アイスランド作家

便覧 a-l/m-o

 

s

』（I

 

n

 

slenz

 

H

 

t skaldatal a-l/m-o 1973/76）も，ハンネスらの編

纂

ソ

よる。

ハンネスと詩風を共有する同世代の詩人には，マハティアス・ヨウハネセ

ン（Matthıas Johanessen 1930～），

i

ルステイトン・フラウ・ハムリ

ようr 作tei 後n fra 。amr ど1938～）な ２がいる のこの 第 代な 風 戦 世

ð

æð

ð ð

æ
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の詩人たちは，70年代までにアイスランドの歴史と文化遺産との関係を重視

する方向に転じ，日常会話に近い言語表現で詩作を試みていった。

10.6.ヨウン・ウール・ヴェール― 詩形式の革新を実践した生活詩人

ヨウン・ウール・ヴェール（Jon ur Vor 1917～2000）は北西部の険しい自

然で知られる西フィヨルド地方（Vestfirðir），（西）バルザストランダルシス

ラ（(Vestur-)Barðastrandarsysla）の最西端に位置するパートレヘスフィエ

ルズル（Patreksfjorður）のヴァハトネイリ（Vatneyri）で貧しい靴職人の家

に生まれた（vorは「波止場」の意味）。14人兄弟の７番目だったヨウンは知

人の漁師のもとに預けられ，６人の腹違いの兄弟とともに育った。古来，ア

イスランドでは漁業は冬の間の季節労働であり，いわゆる漁村はおもに19世

紀以降に発達した。ヨウンの作品には，里子に出された故郷の猟師の家庭で

の生活体験が色濃く投影されているものが多い。1935年にレイキャヴィーク

に出ると，クリスティンE.アンドリェソンと知り合い，同年，18歳で『赤い

ペン』に処女作の詩を発表した。ヘイムスクリングラ書店の店員となり，20

歳で社会主義的叙情詩の性格が強い処女詩集『私はドアをノックする』（Ég
 

ber a

～

dyrum 1937）を出版して好評を得た。表題作の詩は，花屋の集金係

りを勤めた体験をいっさい韻律を用いずに，虚飾さを排して率直に語ったも

のである。

38年にはスウェーデンに渡り，スウェーデン文学に親しんだ。とくに影響

を受けたのは同時代のスウェーデンの詩人たちからだが，いわゆる「40年代

派」（ス fyrtiotalister）の急進的な詩人たちよりも，むしろその先駆者のプ

ロレタリア詩人たちに感化された。なかでも，74年にノーベル文学賞を受賞

したハッリュ・マッティンソン（Harry Martinsson 1904

な

78）とは共感す

るところが大きかった。マッティンソンはオペラにもなった代表作『アニアー

ラ』（ス Aniara 1956）などの詩作品のほかに，苦難の生い立ちを美しい叙

情的な文体でつづった『棘
いら
草
くさ
の花咲く』（ス Nasslorna blomma 1935）

そ

ど

の自伝的小説でも名高い。ヨウンは第二次大戦の勃発とともに帰国したが，

終戦後の45年から２年間，再びスウェーデンで過ごした。 編の後は書籍の

ð
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集・出版業を経て，レイキャヴィークに隣接するコウパヴォーグル

（Kopavogur）で図書館を設立し，その運営に努めた。

広く注目を集めたのは，スウェーデン滞在中に書き上げた３冊目の詩集

『村』 rpi

律

1946）による。これはアイスランド叙情詩で初めて脚韻と組織

的な頭韻，均一な詩行の連続による構成をいずれも捨て，散文詩を思わせる

斬新なスタイルの作品だけから成る詩集である。20世紀初頭までの気品高い

リリシズムを破り，賛否両論の反響を呼んだ。内容は故郷の西フィヨルド地

方の漁村での生い立ちと生活描写であり，日常的な言い回しによる朴
ぼく
訥
とつ
で簡

潔な表現に貫かれている。大戦間の困難な時代の貧困と過酷な労働を写実的

にうたっているが，イデオロギー的思い入れは希薄で，ロマン派的情緒すら

感じさせる。２人称親称単数の u「おまえ」に呼びかける形式を取り，作者

の幼年時代を想起させるが，不思議に読者自身の記憶と重なるかのような共

感を呼び起こす。『村』は56年に大幅な増補版が出版された。

次の詩集『頭韻を用いて』（Me

的

hljo

以

staf 1951）は『村』に収録されなかっ

た作品を集めたもので，再び伝統的な韻

よ

に回帰した。日々の慎ましい生活

の価値を飾らずに言葉にすることを信条としたヨウンの作風は，『冬の鴎
かもめ

』

（Vetrarmavar 1960）などにも受け継がれた。後年の作品では懐疑主義とペシ

ミズムを深めていった。ヨウンの作品はステイトン・ステイナルのように読

者を当惑させる表現上の斬新さとは無縁であり，形式

あ

側面でそれ

ク

降の現

代詩への刺激となった。

それでは次に，詩集『村』から『真冬の日々』を紹介し

て

う。

真冬の日々 ヨウン・ウール・ヴェール

（Útmanu

備

ir  Jon ur Vor)

おまえは覚え

ま

いるか

冬

の長い

ミル

残

の尽きた真

に

の日々のことを

深

バ

る冬

の水

えた小魚の

た

り

物ケツ し抜で塩 き 干

ð

ð ð

ð
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井戸端

跳ね返る水音の単調な響き

粗麻の布を被せて

倉庫に寝かせた漁船

岸辺に集まる羊の群れ

凍
こご
える足

果てることを知らない長い夜

辛抱の限りを尽くしてたびたび待ちわびた

空
から
の鍋汁を満たすはずの

漁の収穫

Og manstu hin longu,

mjolkurlausu miðsvetrardægur,

utmanaðatrosið,

butung,sem afvatnast ıskjolu,

brunnhus
 
og bununnar einfalda song,

bata ınausti
 

og breitt yfir striga,

kindur ıfjoru,

og kalda fætur,

og kvoldin long eins og eilıfðin sjalf,

oft var ameðo reyju beðið

eftir gæftum
 

og nyju ısoðið.

おまえは覚えているか

ある日の夕暮れ

おまえは里親の母と岸辺に立ち
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凍りついた船
ふな
曳
ひき
のローラーを不安げに見つめ

フィヨルドの彼方を眺めて

空を仰いだ―

しかし 岬に戻るはずの小船の姿を待つも

その気配はなく

嵐の唸
うな
りとともにあたりは闇に包まれ

無言のまま

枕は涙に濡れ

広すぎるベッドで寂しく眠りに落ちた

Og manstu
 

eitt kvold undir rokkur.

u stoðst ıfjoru meðfostru inni.

iðhorfðuðmeðugg a frosna hlunna,

ut a fjorðinn,

til himins,―

iðattuðvon a litlum bati fyrir eyrarodda,

en hann kom ekki.

Og rokkriðvarðað ungu myrkri meðveðurhljoði,

ogn
 

og tarum ıkodda,

og  u sofnaðir einsamall ıof storu rumi.

おまえは覚えているか

真夜中になってからの喜びを

硬く鍛えられた手のひらが

頭の上に置かれ

頰を柔らかな温
ぬく
い手の甲で擦

さす
られて

おまえは目を覚ました
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里親の父が帰って来たのだ

― 両手で首にすがりつくおまえにキスをくれ

海の匂いで湿った髭
ひげ
に冷気の残りを覚えた

Og manstu
 

gleði  ına amiðri nottu,

er u vaknaðir við,aða koll  inn
 

var lagður vinnuharður lofi
 

og um vanga inn
 

strokiðmjuku og hlyju handarbaki.

Fostri  inn var kominn

― og kyssti  ig,er u lagðir hendur um hals hans.

Og  aðvar enn kul ısjovotu yfirskegginu.

翌朝 青みを帯びた鮮魚が

霜のこびりついたまな板に並び

日の光が銀色のタラの鱗
うろこ

を照らして―

貧しい者の家に幸せが訪れたのを

Og næsta morgun var blar steinbıtur
 

a heluðum hlaðvarpasteini,

og sol sindraði ısilfri ysuhreisturs,―

og hamimgja ıhusi fatæks manns.

10.7.第二次大戦後の詩人たち

現代文学および現代芸術一般をめぐる論争と実際の試みは，アイスランド

でも他の北欧諸国と同時期の1940～50年代に広く行われた。しかし，叙情詩

の形式にかんしては，これまで述べてきたように，他の北欧諸国よりも伝統

への依存度が高かった。それを破ることは，異質な上層文化の傘下に身を落

― ―93

北欧アイスランド文学の歴史 ⑶



とすかのような印象を与えたのである。上述の『赤いペン』を中心とする詩

人たちも部分的にはこれを試みており，とくにヨウン・ウール・ヴェールの

詩集『村』は画期的だった。晩年のステイトン・ステイナルも1950年に総合

芸術誌『人生と芸術』（Lıf og list 1950～53）に掲載したエッセイの中で，

「伝統的な詩形はもはや死んだ」と宣言している。しかし，ステイトン自身の

功績はおもに内容面で現代詩への道を開拓した点にあった。ステイトンの現

代性を受け継いで，それを「詩形式の革命」（formbylting）と呼ばれる頭韻

を含む伝統的な韻律を完全に放棄し，新しい皮袋に盛る試みは，次の世代を

待つことになった。

10.8.「原子詩人」たち

第二次大戦後まもなく，まったく新しい世代の詩人たちがアイスランドの

文壇を彩ることになった。1950年前後に20代前半から30代前半でデビュー

した若者たちで，統一的なグループを形成したわけではない。ただ，戦後の

社会変動を強く意識し，現代詩としての急進的革新を求めた点で共通してい

る。この新世代の旗手たちは「原子詩人」（atomskald）と呼ばれる。この名

称は，ハルドウル・ラハスネスの小説『原爆基地』に登場する架空の詩人に

よる風刺詩の一節に由来する。新時代の到来にちなむ世界創造の託宣として

披露された「オウ，タータ ボンマ，トンバ アータ マンマ，オウ トン

マ アート」（otata bomma,tomba ata mamma,otomma at）というナン

センスな文句がそれで，「原子爆弾」を新約聖書のコイネー口調でもじったも

のである。当時の保守的な批評家たちは，新世代詩人の作品を取るに足りな

いと揶
や
揄
ゆ
する目的で，これを「原始的な詩」という意味で援用した（正式に

は「原子爆弾」はkjarnorkusprengjaという新造語で表現する）。その作品は

素人芸で理解不能であり，外国詩の模倣にすぎず，退廃的で，文学的伝統を

断ち切る悪影響を及ぼすと酷評したのである。ところが，新世代の詩人たち

は自分たちのアイデンティティを示すレッテルとして，逆に自らそう名乗る

ようになった。「原子詩人」という名称には，核時代の脅威にたいする問題意

識と詩的革新への自負が込められている。原子詩人の難解さとその作品への
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拒絶反応は，現実世界の具体的メッセージの伝達に代わって，内向的なイメー

ジとメタファーの多用，田園や山野の風景に代わって，車，ビル，騒音にあ

ふれる都市の生活，社会的・政治的現実との葛藤など，伝統的な安定した心

理的快感と美的カノンからの逸脱に起因するところが大きい。これは広く現

代芸術に共通する特徴である。時の経過とともに，原子詩人たちによる純粋

な表現行為と詩的言語の真
しん
摯
し
な探求心にたいして，人々は徐々に穏やかな装

いを感じ取るようになっていった。

アイスランド現代詩の本格的革新への動きは，次の３人の原子詩人の詩集

が相次いで現れた1951年に訪れた。

まず，ハンネス・シフフソン（Hannes Sigfusson 1922～97）は同年に２作

目の『四季大斎日』（Imbrudagar 1951）を刊行した。T.S.エリオット，スウェー

デンのグンナル・エーケレーヴ（Gunnar Ekelof 1907～68）と前述の急進的

な「40年代派」の詩人たちからの影響が強い。難解な詩人として知られ，処

女作『受難週の夜警』（Dymbilvaka 1949）など，カトリックの儀式にちなむ

題名を冠した作品では，内向的な情緒が陰鬱なメタファーに乗せて個性的で

複雑な文体で表現されている。さまざまな職を経て，1963～88年にノル

ウェーで暮らし，南海岸のスタヴァンゲル（Stavanger）の図書館員を務めた。

外国文学の翻訳者としても知られ，北欧諸国の現代詩の翻訳と解説を添えた

『北欧詩集1939～1969』（Norr

6

n ljo

前

1939 -1969 1972）などを著している。

シフフス・ダーザソン（Sigfus Daðason 1928～96）の処女作『1947～1951

年の詩』（Ljo

n

 

1947-1951 1951）も同年に世に出た。1959年にパリ大学で

文学の学位を得た知性派で，フランス現代詩の影響を受けている。ハンネス

と同様にメタファーを多用し，乾いた理知的な作風の難解な詩人として知ら

れている。現代世界での人間の存在と時代批判をテーマとした詩集『手と言

葉』（Hendur og or

 

1

 

1959）も名高い。前述の『言語文化雑誌』の編集員を

務め，

l

0年以降は

s

述の出版社・書店マウル・オグ・メンニングに勤務した。

ロマン・ロランの『ジャン・クリストフ』など，翻訳も多い。

ステーファウン・ヘルズル・グリムソン（Stefa

。

Horður Grımsson
 

d
 

919

～2002）の２作目『黒い天使の舞』（Svarta 現fa ）an 年1951 にも同 たれ

æ ð

ð

ð
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処女作では伝統的な形式を踏襲していたが，２作目から形式の革新を実践し，

作品としての自立性を追及した。ステイトン・ステイナルから強く影響を受

け，その継承者とも言われる。生業は農業と漁業で，後年は自然保護にも尽

力した。1990年に詩集『ある晴れた朝に』（Yfir hei

両

an morgun 1989）で第

１回目の「アイスランド文学賞」を受賞した。

以上の３人に，次の２人を加えた５人が原子詩人の主要メンバーである。

２人ともアイスランドの自然を好んで取り上げたが，その美しさや偉大さを

称えたロマン派の詩とは異なり，自然を人間の生活基盤ととらえ，社会生活

と政治状況に結びつけた内容が特徴的である。

まず，ヨウン・オウスカル（Jon Óskar 1921～98）はレイキャヴィークの

音楽学校に学び，ピアノ演奏も巧みだった。２冊目の詩集『夜は我らの肩の

上に』（Nottin a her

と

um okkar 1958）は音楽的文体とも形容されて名高い。

愛情をテーマとした作品が多く，おおむね具体的で比較的理解しやすい。短

編集や長編小説も残した。フランス文学に造詣が深く，フランス詩のアンソ

ロジー『フランス詩集』（Ljo

フ

a

ン

y

啓

ingar ur fronsku 1963）やカミュの『ペ

スト』など，翻訳も数多い。後述する文芸誌『ビルティングル』の編集員も

務めた。

エイナル・ブライイ（Einar Bragi 1921～2005）は実科学校の教師で，ス

ウェーデンのルンドとストックホルムの

し

大学に留学した経験もある。同地

ではハンネス・シフフソンと同様に「40年代派」の詩人たちから影響を受け

た。文芸誌『ビルティングル』（Birtingur，「純真」の意味1953～68）を創刊

し，初代編集員を務めた。同誌の題名は18世紀

ル

ラ

繰

スの

し

蒙思想家ヴォル

テールの小説『カンディード』（Candide 1759）の訳語による。55年以降，

他の原子詩人たちや後述するトウル・ヴィルヒャウルムソンも加わって，前

衛的な現代文学を紹介する重要な雑誌となった。エイナルは旧作の詩に改訂

を重ね，

サ

り返

と

出版

た

たこ

ナ

で知られる。ハンネス・シフフソンと並んで

北欧詩の翻訳を残したが，とくにグリーンランド，フェーロー諸島，

な

ーミ

，

いっ

す

マイ

説

ーな地域の人々の作品を数多く紹介した。

ち ウみに ー後述 トる小 ・家エーリアス・マ ヴルと ヒウル ルィ ャ

ð

ð

ð ð
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ムソンも，初期には原子詩人の系列に属する詩作品を発表していた。

10.9.ステイトン・ステイナル― アイスランド現代詩の開拓者

ステイトン・ステイナル（Steinn Steinarr 1908～58）は北西部の険しい自

然 で 知 ら れ る 西 フィヨ ル ド 地 方，イーサ フィヤ ル ザ ル シ ス ラ

（Isafjarðarsysla）のレイガランド（Laugaland）の農家に生まれた。本名を

アーザルステイトン・クリストムンソン（Aðalsteinn Kristmundsson）とい

う。幼少期に両親が離婚し，４人の下の子供を連れた母親とともに，前述の

新ロマン派詩人ステーファウン・フラウ・クヴィータダールの住む農場に移っ

た。ステーファウンに加えて，２年間，学校で教えを受けた前述の詩人ヨウ

ハネス・ウール・ケヘトルムのもとで天性の詩才を伸ばす機会を得た。この

ほかに影響を受けた同時代の詩人には，最初の「都市の詩人」と言われた新

ロマン派のトウマス・グヴズムンソンがいる。アーザルステイトンも20才で

レイキャヴィークに出て，最初の「都市のプロレタリアート詩人」と言われ

た。

当時のレイキャヴィークは世界恐慌の余波に見舞われた時期と重なり，不

景気と社会不安が蔓延していた。病弱で片腕が不自由だったアーザルステイ

トンは定職に就けず，臨時のアルバイトで飢えをしのぎながら，放浪者的な

生活を送ることを余儀なくされた。『赤いペン』のグループに交わり，共産主

義思想に傾いたのは当然の成り行きと言える。1930年頃には「ステイトン・

ステイナル」のペンネームを使い始めた。「石」（steinn）を連想させるこの筆

名は，傷つきやすい内面を固く守り，失望と反動を経験しつつも，自らの理

念を追求する決意を込めたものであろう。初の詩集『炎は赤く燃え』（Rau

距

ur
 

loginn brann 1934）は『赤いペン』のグループの同胞たちに捧げたもので，

伝統的な韻文形式を取り，ブルジョワ社会への批判を込めた共産主義の理念

的性格が強い。

しかし，ステイトンはまもなく共産主義の信条を疑い，政治的関心から

が

離を置く立場に転じて，自己と世界に懐疑的な目を向け始めた。２冊目の『詩

集』（Ljo リ1938）では一転して社会性 義薄れ，実存主 響の影 ヒとニ ムズ

ð

ð
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が濃厚に現れている。伝統的な韻律を捨てた自由詩の形式を取り，存在の孤

独と人生の肯定の感情が大胆な比喩表現の中で交差するこの詩集は，アイス

ランド現代詩の先駆けとなった。神の存在を信じず，目標を失った現代世界

に置かれた人間の心的風景を吐露したこの詩集は，19世紀以来，祖国愛と独

立運動，社会批判と反骨精神で苦難の時代を乗り切り，未来を切り開いてき

たアイスランド国民にとって，大きなショックだった。同様の立場は，第３

冊『砂地の足跡』（Spor ısandi 1940）と第４冊『果てのない旅』（Fer

訳

an
 

fyrirheits 1942）でも継承された。韻律の使用を復活した点も注目に値する。

両者はある程度多くの読者の共感を得ることにも成功した。

10.10.マグヌス・アウスギェイルソン― 翻訳詩の巨匠

第二次大戦後，ステイトンはスカンジナヴィア，イギリス，フランスを旅

行し，視野を広める機会を得た。ステイトンは外国語の素養は乏しかったが，

若いころから翻訳を通じて，北欧詩人のほかにフランスのP.エリュアール，

スペインのG.ロルカ，イギリスのT.S.エリオット，E.パウンド，W.B.

イェーツなど，ヨーロッパ近現代詩に精通していた。それにはマグヌス・ア

ウスギェイルソン（Magnus Ásgeirsson 1901～55）による翻訳が大きく貢献

した。終生，図書館員として勤めたマグヌスはスウェーデン最大の詩人グス

タヴ・フレーディング（Gustaf Froding 1860～1911），戦争報道記者として

ベルリン空襲に参加して命を落としたノルウェーのノルダール・グリーグ

（Nordahl Grieg 1902～43）など，北欧詩人を中心に15か国，100人以上の

詩人の作品をアイスランド詩の技法を駆使した名

ン

を通して紹介した。その

範囲はゲーテ，ハイネ，オスカー・ワイルドから11～12世紀のペルシャの詩

人オマル・ハイヤームの『ルバイヤート』にまで及んでいる。パール・バッ

クの『大地』，トルストイの『アンナ・カレーニナ』など小説の翻訳も多く，

自らも新ロマン派詩人として青年時代に詩集を残し，トウマス・グヴズムン

ソンとともに雑誌の編集も手がけた。マグヌスは前述のロマン派詩人・教育

者ステイングリームル・トルステインソンに続く最大の海外文学の紹介者で

あり，同時代の詩人たちの創作意欲を内側から鼓舞した。グヴズム ルドゥ ・

ð
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ベズヴァルソン，ヨウン・ウール・ヴェールも恩恵を被っている。

10.11.『時間と水』― ステイトン・ステイナル最後の詩集

大戦後，ステイトンは５冊目の詩集『時間と水』（Tıminn og vatni

訂

1948）

を発表した。最後の詩集となったこの作品は，大胆な実験的試みである。水

を時間の象徴とみなす古来の通念を基にした題名を欠く21節の連作で，各節

は簡潔な３行３連の構成を基本に自由なヴァリエーションを見せて展開して

いく。切り詰めた表現の連続，現実世界の主観的解体，論理的脈絡の捨象，

抽象的な比喩表現の横
おう
溢
いつ
，対立概念の並置，象徴的色彩表現の多用などによっ

て，理解は幾重にも阻まれる。空間と時間，自己と外界，思
し
惟
い
と現実という

対立が永遠の静けさの中に止揚されて幕を閉じるが，全体の解釈は必然的に

個々の読者に委ねられる。この有名な作品でステイトンは〝A poem should
 

not mean,but be."（Archibald MacLeish 1892～1982）という姿勢を標榜し

つつ，外界の脅威にさらされた現代世界における人間の存在の意義を神秘的

な深みから啓示しようとしたと言えよう。この作品は1948年の発表当時，13

節で構成されていた（１，３，６，７，10，14，５，18，16，17，12，15，

21）。配列を変えて21節に拡大されたのは，56年の改

時

版以降である。その

うちの３節（12，16，21）は『三つの宗教的な詩』 iu helgiljo

0

）と題して，

47年に文芸雑誌『言語芸術と造形芸術』（Ritlist og myndlist）にすでに掲載

され，第20節は『沈黙』 gn）の題名で45年に前述の『言語文化雑誌』に

掲載されていた。

注目すべき点は韻律である。ほとんどの節が意味的に重要な語を頭韻に

よってきわ立たせている。脚韻は節を構成する各連の最後に現れることが多

いが，規則的に踏んでいるわけではない。この作品は発表当

る

，読者の戸惑

いとともに非常に斬新な印象を与えたが，ゲルマン語詩の伝統的な頭韻がア

イスランド語では2

で

世紀半ばの現代詩にも生きている事実には，驚きを禁じ

得ない。ステイトンは最終的には詩形式の伝統を払拭せず，主として内容面

介

革新を行ったと言え

の

。

それでは次に，『時間と水』 よ全文を紹 うし 。

ð

ð
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時間と水 ステイトン・ステイナル

（Tıminn og vatni Steinn Steinarr)

１ １

時間は水のようだ Tıminn er eins og vatnið,

水は冷たく 深い og vatniðer kalt og djupt

私自身の意識のように eins og vitund mın sjalfs.

時間は絵のようだ Og tıminn er eins og mynd,

水によって そして半ば sem er maluðaf vatninu

私によって描かれた絵 og mer til halfs.

時間と水は Og tıminn og vatnið

道も無く流れ 枯れゆく renna veglaust til  urrðar

私自身の意識の中へ inn ıvitund mın sja

 

t

 

lfs.

２ ２

太陽 Solin,

太陽は私の傍
かたわ

らにあった solin var hjamer,

黄色い靴を履いた eins og grannvaxin kona,

細身の女のように a gulum skom.

二〇尋
ひろ
の深みに I tvıtugu djupi

私の信仰と愛は眠っていた svaf

 

y

 

rumın og ast

二つ色の花のように Eins og tvılitt blom.

太陽は昇った Og solin gekk

無邪気な花の上を

m
 

fir grunlaust blomið

黄色い靴を履いて a gulu sko .m

ð
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３ ３

透明な翼をはためかせ Gagnsæjum vængjum

水は跳ね返る flygur vatniðtil baka

己の抵抗に遭いながら gegn viðnami sınu.

朱色の糸球は Hiðrauðgula hnoða,

私の前を過ぎつつ sem rennur a undan mer,

行く手を見失う fylgir engri att.

燃える物質の Handan bloðyrstra vara

血に飢えた唇の向こうに hins brennandi efnis

死の花が育つ vex blom dauðans.

円と円
えん
錐
すい
の間の Á hornrettum fleti

矩
く
形
けい
をした平面に milli hringsins og keilunnar

白い死の花が育つ vex hiðhvıta blom dauðans.

４ ４

赤銅色の砂浜に Alda,sem brotnar

砕け散る波 a eirlitum sandi.

青色の草の中に Blær,sem ytur

吹き消される風 ıblau grasi.

息絶えた花 Blom,sem do.

私は小石を手に取り Ég henti steini

白い壁に放った ıhvıtan murvegg,

音を立てて笑う小石 og steinninn hlo.
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５ ５

真夜中に Vatn,sem rennur

海の底深く um rauðanott

流れ落ちる水 ut ıhyldjupt haf.

おまえの隠れた謎の中に I dul  ına risti

私の暗く研がれた喜びが mın dokkbrynda gleði

見知らぬ頭文字を刻んだ sinn okunna upphafsstaf.

私の悲しみは Og sorg mın glitraði

おまえの浅瀬に反射した a grunnsævi  ınu

黄色い琥
こ
珀
はく
のように eins og gult raf.

６ ６

私はうなだれた首 Ég var drupandi hofuð,

濃紺の目 eg var dimmblatt auga,

そして 白い手でもあった eg var hvıt hond.

私の命は静止した Og lıf mitt stoðkyrrt

縁に立てられた eins og kringlott smamynt,

丸い硬貨のように sem er reist upp a rond.

時間は消え去った Og tıminn hvarf

白い手の上に eins og tar,sem fellur

こぼれ落ちる涙のように a hvıta hond.

７ ７

透明なダイスの群れが Himinninn rignir mer

空から私に降り注ぐ gangsæjum teningum
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落下する大地の上に yfir hrapandi jorð.

陽炎 輝き Dagseldur,ljos,

静止した恐れの中で ıkyrrstæðum otta

天使のように迅速に gegnum engil hraðans,

ガラスのように eins og gler.

青い翼をした夜半が Sofa vængblaar halfnætur

月を庇
ひさし

にして眠っている ı akskeggi manans,

人間の星たちがやって来る koma mannstjornur,

星の人間たちがやって来る koma stjarnmenn,

眠たげな水たちがやって来る koma syfjuðvotn.

すべてのものが来る Kemur allt,

来るものは何も無い kemur ekkert,

波立つ燐
りん
光
こう
に覆われて groiðbylgjandi maurildum,

神のように eins og guð.

神 Guð.

８ ８

見えない翼のはためきが ytur oseðra vængja

赤い光のように fer um rokkvaða sal mına

私の暗い魂を巡る eins og rautt ljos.

今夜 私は眠るだろう I nott mun eg sofa

昴
すばる
の星座がきらめく空の下 undir sjostirndum himni

浅瀬のない河口で viðhinn ovæða os.
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おまえの声が Meðan rodd ın flygur

赤い光のように upp af runni hins liðna

過去の茂みから湧き起こる間に eins og rautt ljos.

９ ９

風を捕らえる網： Net til aðveiða vindinn:

虚無の Flyjandi djupfiski

まばゆい光を浴びて hlaðiðglæru ljosi

逃げて行く深海魚の群れ einskis.

四次元の夢の Solvængjuðhringvotn

凹面鏡を携えた buin holspeglum

太陽の翼で弧を描く水たち fjorvıðra drauma.

疑念の Tynd spor

夕べの雪の下で undir kvoldsnjo

失われた足跡 efans.

風を捕らえる網： Net til aðveiða vindinn:

松明
たいまつ

の網の目をはめ込んだ Eins og svefnhiminn

眠りの空のように lagður blysmoskvum

神が捕らえる veiðir guð.

10 10

私の意識から Fra vitund minni

おまえの唇までは til vara inna

道の無い海 er veglaust haf.
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それでも 私の夢は輝いた En draumur minn gloði

密かに命を得た波となって ıdulkvikri baru,

水底が眠っている間に meðan djupiðsvaf.

私の秘密の悲しみは Og falin sorg mın

おまえのもとを訪れる nær fundi  ınum.

遠くの青い海のように eins og firðblatt haf.

11 11

私の幸せの丸屋根
ドーム

は Og hvolf ak hamingju minnar

川の er ur hvıtu ljosi

遠い悲しみの hinnar fjarlægu sorgar

白い光で作られたもの fljotsins.

はかない月明かりが Og tunglskin hverfleikans

私の手にまといつく tollir viðhendur mınar

生成する eins og lımkenndur vokvi

べとついた液体のように verðandinnar.

私の目の闇は Og myrkur auga mıns

柔和な笑みを浮かべて berst ımjukum hlatri

夕べの inn ıkaldan eld

冷たい炎の中に運ばれる kvoldsins.

12 12

血の蹄
てい
鉄
てつ
をつけた馬のように Eins og bloðjarnaðir hestar

青い鬣
たてがみ

をした私の思いは消える hverfa blafextar hugsanir mınar

永遠の裏口を抜けて inn um bakdyr eilıfðarinnar.
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仕留めたばかりの鳥のように Eins og nyskotnir fuglar

名も無い日々が falla nafnlausir dagar

私の夜の宿りの上に落ちる yfir nattstaðminn.

青い爪をした手のように Eins og naglbla hond

遠方の近隣から rıs hin neikvæða jatun

否まれた賛同の声が上がる upp ur nalægðfjarlægðarinnar.

川の眼
まなこ

の中で Meðan andlit mitt sefur

生石灰のように eins og oslokkiðkalk

私の顔が眠っている間に ıauga fljotsins.

13 13

燃えるように熱い額に Á brennheitt andlit

羽を広げた日々の fellur blatt regn

青い雨が降り注ぐ hinna blævængjuðu daga.

虚
うつ
ろな思考の中に Inn ıhugans neind

名も無い物語のように kemur nottin

夜が訪れる eins og nafnlaus saga.

存在するものの裸身が Og nekt  ess,sem er,

夜と昼にたいして tynir nalægðsın sjalfs

自らの近さを失う ut ınætur og daga.

14 14

陽
ひ
の光 Solskinið,

嵐 stormurinn,

海 hafið.

― ―106

北大文学研究科紀要



私は緑の砂浜を進んだ Ég hef gengiðıgrænum sandinum

緑の砂浜は og grænn sandurinn

私を一面に取り囲んだ var allt ıkring um mig

海の中の海のように eins og haf ıhafinu.

否 Nei.

いくつも翼をつけた鳥のように Eins og margvængjaður fugl

山の中へと flygur hond mın a brott

私の手は飛んで行く inn ıfjallið.

私の手は Og hond mın sokkur

爆発物のように eins og sprengja

山の奥深く沈んで行き djupt inn ıfjallið,

山を爆破する og sprengir fjallið.

15 15

長い髪の日々の I solhvıtu ljosi

白い陽の光の中に hinna sıðhærðu daga

おまえの表情が宿る byr svipur inn.

誘惑の青い雨のように Eins og talblatt regn

私はおまえの涙が seeg tar ın falla

私の悲しみの上に落ちるのを見る yfir trega minn.

おまえの不在は Og fjarlægð ın sefur

初めて ıfaðmi mınum.

私の両腕の中で眠る ıfyrsta sinn.
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16 16

雪解けの時間の山の下に Undir afjalli tımans,

私の沈黙が立っていた stoð ogn mın

伸びた穂のように eins og  roskaðax.

私は陽の光がやって来るのを見た Ég sa solskiniðkoma gangandi

灰色がかった道に沿って eftir grahvıtum veginum,

私の思いは陽の光を出迎えた og hugsun mın gekk til mots við

solskinið,

陽の光は黄色に輝く首をもたげた og solskiniðteygði ljosgult hofuðsitt

水のように青い壁の上に yfir vatnsblaan vegg.

私は闇が飛び去るのを見た Ég samyrkriðfljuga

金属でできた鳥のように eins og malmgerðan fugl

黄土色の私の両手の中から ut ur moldbrunum hondum mınum.

私の沈黙は Og  ogn mın breyttist

無と全の ı ungan samhljom

重い共鳴に変わった einskis og alls.

黒く輝く闇が Meðan gljasvart myrkrið

金色の翼をつけて flaug gullnum vængjum

陽の光の中を飛んで行く間に ıgegnum solskinið.

17 17

おまえの眠っている瞼
まぶた

に Á sofinn hvarm inn

私の悲しみの fellur hvıt birta

白い明るさが落ちる harms mıns.
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道の無い海を越えて Um hiðveglausa haf

おまえの瞼へと læt eg hug minn fljuga

私は思いを放つ til hvarms ıns.

おまえの幸せが Svo aðhamingja ın

私の悲しみの beri hvıta birtu

白い明るさを担うように harms mıns.

18 18

深い水の中に潜む Tveir dumbrauðir fiskar

二匹の深紅の魚 ıdjupu vatni.

白い壁に落ちる Dimmblar skuggi

濃紺の影 a hvıtum vegg.

山肌の上に広がる Fjolublatt sky

スミレ色の雲 yfir fjallsins egg.

眠っている大地を越えて Yfir sofandi jorð

私は白い便りを届けた hef eg flutt hina hvıtu fregn.

私の言葉は Og orðmın fellu

氷のように青い水の中に落ちた ıısblatt vatnið

春の夜の雨のように eins og vornæturregn.

19 19

辿
たど
り得ないおまえの足跡に I oræk spor ın

私の羊毛のように白い夢の fell ımynduðbirta

思い描かれた輝きが落ちた mıns ullhvıta draums.
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私はおまえの顔が Ég sa andlit  itt speglast

逆流する流れの ıinnhverfri bylgju

内側に向かう波に映るのを見た hins ofuga straums.

おまえの表情は Og svipur inn rann

冷えきった影のように eins og svalkaldur skuggi

私の眠りと夢の間に流れ込んだ milli svefns mıns og draums.

20 20

沈黙は ognin rennur

赤い海のように eins og rauður sjor

私の声の上に流れる yfir rodd mına.

沈黙は ognin rennur

錆
さび
で赤茶けた闇のように eins og ryðbrunniðmyrkur

おまえの存在の上に流れる yfir reynd ına.

沈黙は ognin rennur

三重の輪になって ı refoldum hring

自らの沈黙を巡って流れる kringum ogn sına.

21 21

流れる水 Rennandi vatn,

青く明けゆく朝 risblar dagur,

音の無い夜 raddlaus nott.

私は永久
とわ

の時間の Ég hef buiðmer hvılu

眼
まなこ
を半ば閉じて ıhalfluktu auga

憩いの床に就いた eilıfðarinnar.
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不思議の花のように Eins og furðuleg blom

永
なが
い眠りに落ちてゆく vaxa fjarlægar veraldir

私の体内から ut ur langsvæfum

遠いさまざまな世界が育つ lıkama mınum.

私は闇が金属の輪のように Ég finn myrkriðhverfast

光の軸を巡って eins og malmkynjaðhjol

旋回するのを感じる um mondul ljossins.

私は時間の抵抗が Ég finn motspyrnu tımans

水の柔らかさを通して falla mattvana

力無く落ちるのを感じる gegnum mykt vatnsins.

永遠の時間が Meðan eilıfðin horfir

その眼
まなこ

の中から mınum oræða draumi

私の不可解な夢を見つめている間に ur auga sınu.

『時間と水』を刊行した同年，ステイトンは人生の伴侶に恵まれ，心の支え

を得た。しかし，10年後，50歳に満たない年齢で癌のために世を去った。

ステイトンの創作態度は気ままで，紙片に書きつけた詩の断片をくずかご

から拾い出して，友人たちがまとめて出版するという具合だったという。当

時のアイスランドの若い世代はそのペシミズム，ニヒリズム，神秘主義の色

彩の強い作品から大きな感化を受けた。今日でも読者はきわめて多い。生前

に発表したエッセイや対談は，『開いた窓辺― ステイトン・ステイナル散文

集』（Vi

 

1

 

opinn glugga.Laust mal eftir Stein Steinarr 1961）として前述の

ハンネス・ピェートゥルソンの手でまとめられた。スノッリ・ヒャルタルソ

ンもアンソロジー『100題の詩』（

r
 

00 kv
 

r）

i 1949）を編んでいる。全集は1964

年に『詩集とエッセイ』（Kv

テイ

asafn og g

詩

eina

『春

として刊行された。

最後に，２作目の『 よ集』から し ト』を紹介 のスう。 少年のン

ð

æð

æð
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ように純真な感性を示し，ハルドウル・ラハスネスが形容したように，一幅

の絵を思わせる小品である。

春 ステイトン・ステイナル

（Vor  Steinn Steinarr)

黄土色をした鳥が二羽 Tveir gulbrunir fuglar

薄青色の荒れ野を飛び交い flugu yfir blahvıta auðnina.

震える小花が二輪 Tvo orlıtil titrandi blom

黒い土塊
つちくれ

の中から teygðu rauðgul hofuðsın

朱色の首をもたげ upp ur svartri moldinni.

青白い顔のみすぼらしい子供が二人 Tvo folleit,fatækleg born

岸辺の砂利道を手に手を取り leiddust ut hrjostruga strondina

震えるような日
ひ
射
ざ
しに向かって og hvısluðu ıfeiminni undrun

おびえたように驚きながらつぶやく ut ıfloktandi ljosið:

春だ 春だ Vor,vor!

11．新しい文学の波― 現代文学の諸相―

11.1第二次大戦後の政治批判と文学― 国際情勢の社会的影響

第二次大戦後の散文文学で繰り返しテーマとなったのは，1944年の完全独

立達成前後のイギリス軍とアメリカ軍による進駐，49年の北大西洋条約機構

（NATO）への加盟という政治的事件の経済的・社会的影響である。未
み
曾
ぞ
有
う
の

好景気で国民生活が向上した反面，独立を危ぶむ声が高まり，道徳の荒廃が

進んだ。政治家たちがアイスランドを他国に売却するという噂
うわさ

が飛び，アメ

リカ兵との間に生まれた私生児も稀ではなかった。海外の批評家には過剰と
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も写ったこの反応は，長期間の他国支配を経験したアイスランド人の切実な

思いに依拠していた。エーリアス・マール（Elıas Mar 1924～2007）も小説

『子守歌』（Vogguvısa 1950），『ソウレイの物語 - 』（Soleyjarsaga I-II 1954

～59）の中で，大戦景気による若者の道徳心の欠如を描いた。後者はアメリ

カ兵と関係を持ったアイスランドの少女をめぐる悲劇の物語である。ヨウハ

ネス・ヘルギ（Johannes Helgi 1926～2001）の『黒ミサ』（Svort messa 1965），

インギマル・エルトレンドゥル・シーグルソン（Ingimar Erlendur Sigurðsson
 

1933～）の『都会の生活』（Borgarlıf 1965）も同類の小説である。

11.2.語りの伝統の継承― インドリージ G.ソルステインソンとその周辺

インドリージG.（＝グヴズムンドゥル）ソルステインソン（Indriði G.(＝

Guðmundur) orsteinsson 1926～2000）も『79番タクシー発車』（Sjotıu og
 

nıu af sto

に

inni 1955），『戦争の北側』（Nor

う

an vi

た

strı

的

1971）などの小説

で同様のテーマを掘り下げた。前者はキェプラヴィークのアメリカ兵と関係

を持った孤独な人妻と恋に落ち，故郷への逃亡の途中で事故死に至る田舎出

身のタクシー運転手の物語である。好評を得て映画化され，北欧諸国で上映

された。『田舎と息子たち』（Land og synir 1963），北部の農場での羊泥棒

をめぐる『天国の泥棒』 ofur ıparadıs 1967）などの小説では，都市に移

住した人々の苦労と伝統的生活様式の崩壊がテーマになっている。短編にも

短編集『人々の集い』（Mann

れ

ing 1965）をはじめ，傑作が多い。一般にイン

ドリージの作品には，ヘミングウェイを思わせるハードボイルドな官能性と

土臭い庶民性が漂っている。故郷への愛着と伝統の再認識を示す点では，前

述のハンネス・ピェートゥルソンとの共通点も感じさせる。

同様の傾向は，ソルギェイル・ソルギェイルソン orgeir  orgeirsson
 

1933～2003）の小説『平凡な人々』（Kvunndagsfolk 1974），トリッグヴィ・

エーミルソン（Tryggvi Emilsson 1902～93）の自伝的回想『貧しい人々』

（Fat

時

kt folk 1976）

な

もうかがわ

然

る。インドリージを中心とするこ

代

した

作家

フ

ちは，伝統 う皮叙事的・自 の主義的小説技法とい モ

チ

袋に新

盛った。ー を

ð ð ð ð

æ
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11.3.現代小説の探求― トウル・ヴィルヒャウルムソンとその後

前述のソウルベルグル・ソウルザルソンの試みを継承し，伝統的な語りの

形式を破った文体で実験的な小説を手掛ける作家も現れた。スコットランド

のエジンバラに生まれたトウル・ヴィルヒャウルムソン（Thor Vilhjalmsson
 

1925～）がその旗手である。カフカとフランスの実存主義の影響を受けて

1950年に発表した『人間はいつも独り』（Ma

ル

urinn er alltaf einn）は，60

の短いテキストの集合から成り，斬新な散文文学の可能性を示すとして高く

評価された。その後も短編集『水滴の鏡に映った顔』（Andlit ıspegli dropans
 

1957）など，時間と空間と登場人物の関係を解体する意欲作が続いた。アイ

スランド大学卒業後，イギリスのノッティンガム大学とフランスのソルボン

ヌ大学に学び，南欧を中心とする観光ガイドとしてもキャリアを積んだトウ

ルは，エイナル・ベーネディフツソン，ヨウン・スヴェインソン，ハルドウ

ル・ラハスネスなどと並ぶ大旅行家であり，南欧を舞台とした作品が多い。

55年には前述の原子詩人エイナル・ブライイを支援して，ヨウン・オウスカ

ルなどとともに文芸誌『ビルティングル』を継承し，68年まで編集に従事し

た。

60年代の末以降は，T.S.エリオットの作品から題名を取った『早く，早く

と鳥は言った』（Fljott fljott sag

協

i fuglinn 1968），『テントウムシの叫び』（Óp
 

bjollunnar 1970）などの作品で，モンタージュ写真を想起させる視覚的描写

の連続による叙情詩のような小説技法を開拓した。この点で，トウルは後述

するグヴズベルグル・ベ

得

フソンとともに前衛的なヌーヴォーロマン

（nouveau roman）の開拓者として位置づけられる。88年には小説『灰色の

苔が燃える』（Gramosinn gloir 1986）によって，オウラヴル・ヨウハン・シー

グルソン，スノッリ・ヒャルタルソンに続く３人目のアイスランド人作家と

して「北欧

北

会文学賞」を受賞した。99年には『麦藁の中の朝のわらべ歌』

（Morgun

の

ula ıstraum 1998）によって「アイスランド文学賞」を贈られて

いる。この２作は，南欧を舞台とした初期の作品とは異なって，アイスラン

ドの歴史に題材を

者

ている。前者は19世紀末の

ト

部の農場での近親相姦と嬰

児殺し，後 ンは13世紀の大作『ストゥル ンル ［ガル ゥサガ』（ ルスト ル

ð

ð
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ガルのサガ］，Sturlunga saga）をもとに，ストゥルトラ・シフクヴァツソン

（［ストゥルラ・シグフヴァツソン］，Sturla Sighvatsson）のローマ巡礼を内

面的に深化させて描いた作品である。

このほかにも，トウルは『ヴィーシル新聞』（Dagbla

演

i

放

Vısir）が1979年

から授与している「DV文化賞」（Menningarverðlaun DV）を84年と87年

に受賞した。84年の受賞はフランスの作家アンドレ・マルローの『人間の条

件』のアイスランド語訳による。98年にはフランス政府からレジオンドヌー

ル勲章（Legion d’honneur）を贈られた。「アイスランド作家協会」（Rithofun-

dasamband Islands）会長（1959～60，66～68），「アイスランド芸術家協会」

（Bandalag ıslenskra listamanna）会長（1975～81），21世紀初頭には「国際

ペンクラブ」（International PEN）のアイスランド代表も歴任した。戦後の

政治状況への批判を根源としたトウルの新しい小説形式の試みは，ヤーコビ

ナ・シーグルザルドウフティル，スヴァーヴァ・ヤーコブスドウフティル，

グヴズベルグル・ベルフソン，後期のハルドウル・ラハスネスなどの賛同を

得て開拓されていった。

戯曲については1950年に念願の国立劇場 oðleikhusið）が完成し，舞台

芸術への関心が飛躍的に高まった。しかし，創作戯曲は他の文芸ジャンルに

比べて，すぐには発展を見せなかった。海外の戯曲作品も翻訳され，上

r

・

u

送されたが，書籍として刊行されるのは稀だった。それでも，60年代に一

時的に戯曲に転じたハルドウル・ラハスネスのほかに，アグナル・ソウルザ

ルソン（Agna  orðarson 1917～2006），オッドゥル・ビェルトンソン（Oddur
 

Bjornsson 1932～），イェークトル・ヤーコブソン（Jokull Jakobsson 1933

～78）のような逸材による不条理演劇を含む秀作が生まれ，新しい時代につ

ながっていった。

80年代以降の動向は詳述できないが，散文文学では語りの伝統の再生を望

む読者の声の高まりに呼応して，「新自然主義」（ny

手

a

ち

nsæi）と呼ばれる作家

たちが台頭を見せている。男性作家としては，ヴィエステイトン・ルズヴィ

フソン（Vesteinn Luðvıksson 1944～），オウラヴル・ヘイクル・シーモナル

ソン（Ólafur Haukur Sımonarson 1947～）などがその旗 あた 。で る さ

ðð
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らに新しい世代では，エイナル・カウラソン（Einar Karason 1955～），ギ

ルジル・エーリアソン（Gyrðir Elıasson 1961～），エイナル・マウル・グヴ

ズムンソン（Einar Mar Guðmundsson 1954～），シヨウン（＝シーグルヨウ

ンB.（＝ビルギル）シーグルソン）（Sjon(＝Sigurjon B.(＝Birgir)Sigurðsson
 

1962～）を筆頭に，才能ある作家たちが数多い。エイナルとシヨウンは女性

作家フリーザ・シーグルザルドウフティルに続いて，それぞれ1995年と2005

年に５人目と６人目のアイスランド人作家として「北欧協会文学賞」を受賞

している。とくにシヨウンは女性人気歌手ビェルク・グヴズムンスドウフティ

ル（Bjork Guðmundsdottir 1965～）の歌の作詞を担当していることでも知

られ，ポップカルチャーの先頭にも立つ逸材である。

11.4.グヴズベルグル・ベルフソン― 現代小説の代表者

グヴズベルグル・ベルフソン（Guðbergur Bergsson 1932～）は南西部の

グトルブリングシスラ（Gullbringusysla）の南端，当時は小さな漁村だった

グリンダヴィーク（Grindavık）で，猟師で大工の父親の息子として生まれた。

同地はアメリカ軍基地があるキェプラヴィーク飛行場の周辺に位置する。55

年に教員免許を取得した後にスペインに渡り，バルセロナ大学で58年までス

ペイン文学と美術史を学んだ。その後は教員を除く種々の職に就いて文学作

品を書き，78年以降は職業作家となって，膨大な作品群を発表している。ス

ペイン滞在を数多く重ね，セルヴァンテスの『ドン・キホーテ』，ヒメネス，

ロルカ，コロンビアの作家マルケスなどの作品を翻訳し，スペイン語・ポル

トガル語文学の代表的な紹介者でもある。

グヴズベルグルは前述のスヴァーヴァ・ヤーコブスドウフティル，トウル・

ヴィルヒャウルムソンなどとともに，戦後の現代小説の代表的開拓者である。

グロテスクなユーモアを交えて伝統的なアイスランドのイメージを覆し，現

代社会の矛盾を鋭く突く作品は，海外でもきわめて評価が高い。処女小説『忍

び足のねずみ』（Musin sem l

式を

ist 1961）では，ノイローゼの母親から虐待

を受ける少年が大人の世界を嫌って自分の殻に閉じこもる様子を描き，伝統

的な物語形 銀行取っていた。しかし，老齢の元 ヴィ員がレイキャ のクー

æð
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自宅のアパートで回想録を書くという設定の『トウマス・ヨウンソン，ベス

トセラー』（Tomas Jonsson,metsolubok 1966）からは手法を変え，フランス

のヌーヴォーロマン風の断片的で時間的に錯綜する超現実主義的な語りの世

界に転じた。結婚生活での夫婦のすれ違いを12の独立したエピソードに綴

り，全体としてひとつの小説にまとめた『むつまじい夫婦たちの愛』（Ástir
 

samlyndra hjona 1967），３世代家族内の価値観の相違をテーマにした『アン

ナ』（Anna 1969）も同様である。この一連の小説は，舞台が上述のトウマス

の親族が住む架空の村，「岬」を意味するタウンギ（Tangi）に設定されてお

り，「タウンギ物語」（Tangasogur）と呼ばれる。タウンギ村はキェプラヴィー

クのアメリカ軍基地周辺に位置し，溶岩地帯と荒野に囲まれた寒村という想

定で，故郷のグリンダヴィークでの思い出が投影されている。地方の農民社

会と家族にまつわる牧歌的イメージを暴き，政治色を何ひとつ見せずに，戦

後最大の社会問題を痛烈に風刺している。『むつまじい夫婦たちの愛』からは

『選ばれた女』（Hın utvalda）の日本語訳がある（菅原邦城訳，谷口幸男編『現

代北欧文学18人集』）。短編集『神様の食べ物とは何か』（Hva

，

er eldi gu

と

s?

1970）でも不条理と抽象性を追及した。

80年代以降は実験的な小説技法を離れて，時間軸に沿った写実的な語りの

性格を強めるようになった。一方，空想的でグロテスクなユーモア，社会的

偏見にたいする自由な批判精神はますます旺盛になっている。アルシンギか

ら芸術家年金を支給され，次の２作で「アイスランド文学賞」を例外的に２

度，受賞するなど，大作家の地位を不動にしている。まず，中編小説『白鳥』

（Svanurinn 1991）は，万引きした娘を更正させようと両親が田舎の農場に送

るが，少女はそこで自然と動物の密接な共生に憧れを抱き

e

山に登り，白鳥

と もに飛び去るという筋書きで，白鳥を中心に象徴的暗示をちりばめた作

品である。もうひとつ，『父と母と幼年時代の神秘』（Fa

の

ir og mo

・

ir og
 

dulmagn bernskunnar 1997）は続編『海に磨かれた石のように』（Eins og
 

steinn s

前

m hafi

ベ

fa

ル

gar 1998）とともに，著者の少年時代の思い出に創作を

交えた自伝的創作小説（skaldævisaga）である。

わ

述

て

ソウル

あ

ルグ

全体

ソ

ウルザルソンの作品を想起させるが，構成はき ，め 由自 グで り は

ð ð

ð ð

ð
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ヴズベルグルが誕生した夜の描写で終わる。

出 典

ヨウン・ウール・ヴェール『真冬の日々』（Jon ur Vor:Útmanu

 

g

 

ir）（Ingi Bogi Bogason
 

et al.(utg.).1987:40-41）

ステイトン・ステイナル『時間と水』（Steinn Steinarr:Tıminn og vatni

 

i

）（Steinn Steinarr:

Kv

 

0.

asafn og greinar. Reykjavık. Helgafell. 1964:165-178），『春』（Vor）（Ingi
 

Bogi Bogason et al.(utg.).1987:145）

＊本研究は科研費（21520425）の援助を受けたものである。

＊本稿は本稿の印刷中に刊行された拙著『北欧アイスランド文学の歩み― 白夜と氷河の

国の六世紀― 』（現代図書2009）の内容に基づいて，さらに手を加えたものである。
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